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－ＣＯＥ研究員研究概要一

琉球列島の植物地理における､古い地理的分断の効果の再髻

中村剛(種の多様性研究グループ｡2007年４月～2009年３月）

従来､琉球列島の生物地理学的研究では､分化

要因として地史に注目し､北､中､南琉球を分断し

た成立の古い海峡(トカラギャップ､ケラマギャッ

プ)の影響を専ら重視してきた｡私はこのギャップ

の効果､つまり､古くからの地理的分断の効果につ

いて再考し､従来の陸橋分断仮説を検証した。

従来､琉球列島の生物地理学的研究では、

ギャップの効果が地理的距離による隔離の効果と

交絡することに注意が払われてこなかった｡地理

的距離による隔離の効果は､生物相や種内系統

の地理的分化パタンの形成においてかなり普遍

的なものであることから､これを考慮した上で、

古くからの地理的分断の効果を再評価する必要

がある。(1)琉球列島の植物相の分化パタンとその形成

要因について､主要な島におけるほぼ全種子植物

約１８００種の有無を整理し､類似度距離を求め、

地史や現在の地形を説明変数とした重回帰分析

を行った｡その結果､植物相は北､中､南琉球間で

分化を示し､トカラギャップの効果は認められたも

のの､従来ではケラマギャップの効果に帰せられ

てきた中一南琉球間の植物相の分化は､その間の

大きな地理的距離のみによって説明される以上

のものではないことがわかった。
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(3)植物の分散能力と古い地理的分断の影響の

保存'|'生との関係について考察した｡分散能力がそ

れぞれ､高い､中程度､低い種群からなる３つの

植物相データセットを作り､分化パタンとその要因

を解析した｡その結果､３群の分化パタンは類似

し､いずれもトカラギャップと地理的距離の効果に

より説明された｡古くからの地理的分断の効果が

認められるかは､植物の分散能力ではなく､分断

を挟む島間の距離と､偶発的な長距離分散を可能

にする分断後の経過時間に規定されると考えら

れた｡その背景は､植物の実際の移住が､潜在的

な分散能力ではなく､小島が点在する地形による

分散への強い抵抗(ランドスケープレジスタンス）

に規定されるためと考えられる。
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(2)種内系統の地理的分化に対するギャップの効

果を検証するため､複数の植物種について分子系

統地理学的解析を行った｡集団間の遺伝距離に対

し､ギャップと地理的距離の効果を説明変数とした

重回帰分析を行った｡その結果､ケラマギャップを

挟む中琉球と南琉球の集団間に認められた遺伝

的分化は､ギャップを挟まない集団間と同程度の

地理的距離の効果を考えれば､ギャップの効果を

説明に要さないことがわかった。

図３.植物相の分化パタンに古くからの地理的分

断の効果が保存されるかは､植物の分散能力では

なく､ランドスケープにより規定される。

生物の分化要因として古い地理的分断の影響

を専ら重視するのは,琉球列島の生物地理学的研

究におけるパラダイムである.しかし､以上の結果

は､このようなパラダiイムが適切でないことを示

唆する．

当該分野の会後の展開においては､地史的要

因に加えランドスケープなど現在の環境要因を同

時に組み込んだモデルを検証し､発展させていく

ことが重要と考える。
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図２．材料のコケタンポポ(左)とサツマイナモリ
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